
   第７回『ロータリーの友』地区だより（1月号） 
 
新年明けましておめでとうございます。 
 皆様方におかれましては、健やかに新春をお迎えになられたこととお慶び申し上げます。 
下期も、「ロータリーの友」地区だより、頑張りますのでよろしくお願いいたします。 

1月は『ロータリー理解推進月間』です。 

是非お目通し頂きたい記事 

☆ 横組 
○ ＲＩ会長メッセージ ”超我の奉仕にかかわる“   ・・・・・・・・・・・・・・・  ４頁 
    今月、李ＲＩ会長は、長期計画の中核となる「奉仕」「親睦」「多様性」「高潔」「指導制」 

の５つの価値観について紹介をしています。そして「私たちの核となる価値観に従って暮 
らし、超我の奉仕にかかわることによって、私たちは、より強いロータリーと、すべての 
人々にとってより良い世界を築くことになるのです」と結んでいます。 

                  （ロータリージャパンより） 

○ ロータリーを理解し、理解してもらうために     ・・・・・・・・・・・・・・・  ６頁 
 １月はロータリー理解推進月間です。ロータリーのことを知り、また、ロータリアン以外 
の人たちにも、ロータリーについて知ってもらうには、どのようなことに注意したらいいで 
しょうか。そういった場合に注意することを挙げてみました 
・ 記録の保管はきっちりと 
・ 最新かつ正しい情報を入手する 
・ 聞き手のことを考えて話す 
・ 相手の文化を知る 
・ 用語はきちんと覚え、きちんと使う、ルールを守る 

○ ご存知ですか？正しいロータリー用語        ・・・・・・・・・・・・・・・ １１頁 
    よく目にし、よく耳にするロータリー用語の間違い。難しい言葉でなく、日常よく使って 

いる言葉が多いのです。間違いやすい言葉の中からの紹介です、言葉は正しく使いましょう。 
○ 夢をかたちに 第３７回ロータリー研究会      ・・・・・・・・・・・・・・・ １３頁 
    日本のロータリーのリーダーたちが一堂に会し、ロータリーについて学び、議論を交わし 

ました。 
○ RI Vocational Service Committee（職業奉仕委員会）の審議と勧告   ・・・・・・  １６頁 
○ よねやまだより                    ・・・・・・・・・・・・  １８頁 
    お年寄りの輝く笑顔を生きがいに 
○ 新樹の声                     ・・・・・・・・・・・・・・・ ２１頁 
    人生の節目にロータリーへ         大阪・河内長野 RC  西尾 浩司会員  
☆ 縦組  
○ 生命について ～《奉仕》に関連して～ 

i psアカデミアンジャパン（株）社長 吉田  修氏  ・・・・・・  ２頁 

    人間にはおのずから自分を愛するという、自己、利己がありますが、同時に利他があります。 



   奉仕を考えるとき利己と利他とのバランスが取れている人生、生き方というものが不可欠である 
   と思います。これは他を助け、同時に自らも充たされる思い遣りの心といいかえることもできま 
   す。そして、その基本にあるものは「生命への畏敬」の思想ではないかと私は思っております。 
   それは世界平和へ通じる道でもあると考えています。      （ロータリージャパンより） 
○ 俳檀                       ・・・・・・・・・・・・・・・ １４頁 
  「大根の間引くに惜しき茂かな」      大阪・堺フェニックスＲＣ  米田眞理子会員 
○ 柳壇                         ・・・・・・・・・・・・・・・ １４頁 
「汗のない暮らしに馴れて唯老いる」       大阪・大阪金剛ＲＣ  井出俊太郎会員  
「皆歳に勝てぬ話で会閉じる」            和歌山・田辺ＲＣ  渡部 正義会員 
「若いねと云われ一撥弾みつけ」             大阪・堺 RC  八木 桔梗会員 

○ ロータリーアットワーク               ・・・・・・・・・・・・・・・ ２０頁 
  「全員同じ気持ちで！」                   和歌山・和歌山南ＲＣ   

 
                               「ロータリーの友」地区委員 
                             山口 正眞 （和泉ＲＣ） 


